
   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 神石高原町 学校名 神石高原中学校 

校長名 寳田鉄也 電話番号 ０８４７－８９－０００３ 

分野・領

域 

□人材育成 ■学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 
主体的な学びを通して，生徒相互の表現力を高める授業づくり 

～言語活動の充実～ 

当該ページ

のアドレス 
http://www.jinsekigun.jp/ja/school/jinsekikogenchu/ 

研究内容 （１）神石高原町平成２８年度学力向上指定校事業への取組 

 ①授業モデルに基づいた，めあて・個人思考・集団思考・まとめ・振り返りを徹底し，言語活

動の視点を取り入れた授業づくりを進める。 

 ②「なるほどノート」の活用に取組み，授業最後の振り返りを全校で統一する。 

③家庭学習の定着を測るために自学自習ノートの活用と生活ノートの充実を図る。 

 ④学期１回の英会話面談等ＡＬＴの積極的活用を図る。 

（２）連携型中高一貫教育の推進 

 ①英語科において，週５時間の高校教師とのＴＴ指導を軸とした中高連携を図る。 

 ②英語科において，週４時間高校へ出向き，授業交流や英検対策等推進する。 

 ③総合的な学習の時間において，産業ビジネス科との連携を図る。 

（３）「主体的な学び」の充実 

  ①「課題発見・解決学習」の研修と実践を行う。 

  ②「ＩＣＥアプローチ」の研修と実践を行う。 

  ③体験的な学習の充実を図る。 

  ④協働的な学習の充実を図る。 

  ⑤シンキングツールの活用を図る。 

  ⑥「神石高原中学校実践事例集」の作成を行う。 

（４）「言語の教育」の推進 

 ①読解力・論理的思考力を育成するために，思考・表現の場を設定した授業づくりを推進する。 

②外国語活用能力の向上を図る。（英語科教諭兼務による中高連携，学校諸活動全般でかかわ

る英語活動など） 

③図書館を積極的に活用し，朝の読書をはじめとし，読書活動の充実を図る。 

④生活ノートの日記指導や，短学活で新聞コラムの視写などを行い「書くこと」を重視する。 

（５）ＩＣＴ教育の推進 

 ①電子黒板を活用した授業を積極的に行う。 

 ②図書館での書籍による情報収集とＰＣ教室での情報収集により，より高度な学習を創造す

る。 

備 考  

 



   【様式１】平成２８年度 県中校長会Webページ版教育便覧 

市町名 神石高原町 学校名 神石高原町立三和中学校 

校長名 和田 啓介 電話番号 （0847）85-4511 

分野・領域 

□人材育成 ■学力・学習意欲 □生徒指導 □キャリア教育 

□学校・家庭・地域の連携・協力 

□学校経営 □服務研修 ■教育研究  □進路指導  □食育 

□教育課程 □体力つくり □情報教育 □伝統文化 □情報発信 

□危機管理 

□その他（                         ） 

研究主題 
主体性を発揮する生徒の育成 

～主体的に探究するための協働的な学びを通して～ 

当該ページ

のアドレス 
http://www.jinsekigun.jp/school/sanwachu/ 

研究内容 

 

 

備考  

 

 

 

 

Ｈ２８教育研究のストーリー【三和中学校版「学びの変革」アクションプラン】 
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授業づくりの土台 
特別支援教育を視点にしたユニバーサルデザイン化した授業づくり 

（学習課題の設定・タイマー・｢授業の流れ｣の提示・グループ学習・視聴覚教材・小テスト・自己評価等） 

ステップ 1 
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能
動
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体
の
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ステップ 2 ステップ 3 

 

「ＩＣＥモデル」に基づいた

「つながり」や「広がり」を

意識した授業づくりの研究 

「つながり」や「広がり」を

意識した「パフォーマンス課

題」と「協働的な学び」のさ

らなる研究 

「ＩＣＥモデルルーブリッ

ク」をによる評価（３段階又

は５段階）と「協働的な学び」

のさらなる研究 

 

「ＩＣＥモデル」に基づいた

「つながり」や「広がり」を

意識した授業づくりの研究 

・シンキングツールを活用し

た探究的な学びへ改善 

（付箋の活用） 

・４つのプロセスを取り入れ

た単元指導計画の改善 

 

・公立高校入試問題の分析と

研究 

・４つのプロセスを取り入れ

た単元指導計画の改善 

・発問の工夫とシンキングツ

ールを活用した授業 

重
点
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合
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時
間 付けたい力    

○課題設定・解決力 
○情報収集・活用力 
○表現力・コミュニ
ケーション力 

○主体性・積極性 
○自らへの自信 
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4つのプロセス 
 

○課題の設定 
   ↓ 
○情報の収集 
   ↓ 
○整理・分析 
   ↓ 
○まとめ・創造・表現 

全校で徹底 

教 

科 

学 

習 

ゴールイメージ 

取組キーワード 
活 用 場 面 
4 つのプロセスシ
ンキングツール 

 
 
 

 


